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どぅ宝」レポート

汝
の
光
を

輝
か
せ

［
前
編
］ N

H
K
の
朝
の
連
続
ド
ラ
マ
「
あ
さ
が
来
た
」
の
ヒ
ロ
イ
ン
広
岡
浅
子
が
、
晩
年
日
本

Y
W
C
A
の
中
央
委
員
と
な
り
大
阪
Y
W
C
A
の
創
設
に
尽
力
し
、
ま
た
夏
期
修
養
会

に
毎
年
欠
か
さ
ず
出
席
し
て
、
若
い
女
性
た
ち
を
励
ま
し
て
い
た
こ
と
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

日
本
Y
W
C
A
に
は
、
浅
子
の
よ
う
に
近
代
の
日
本
を
切
り
拓
い
た
数
多
く
の
女
性
た
ち
が

参
加
し
て
い
た
。
彼
女
た
ち
を
引
き
つ
け
る
魅
力
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
―
―
。
そ
の
答
え

を
探
る
た
め
、
前
後
編
2
号
に
わ
た
り
、
日
本
人
初
の
総
幹
事
と
し
て
日
本
Y
W
C
A
の

礎
を
築
い
た
河
井
道
と
い
う一人
の
女
性
の
歩
み
を
軸
に
、
草
創
期
の
Y
W
C
A
に
光
を
当

て
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
こ
で
、
当
法
人
代
表
理
事
で
河
井
道
を
研
究
し
て
い
る
石
井
摩

耶
子
さ
ん
に
、
執
筆
を
お
願
い
し
た
。
日
本
Y
W
C
A
創
立
１
１
１
周
年
、
激
動
の
今
日

を
生
き
る
私
た
ち
が
、
河
井
道
の
歩
み
と
草
創
期
Y
W
C
A
の
精
神
に
改
め
て
学
ぶ
こ
と

の
意
義
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

草
創
期
の

日
本
Y
W
C
A
と

河
井
道
も
の
が
た
り

生
き
る
勇
気
を
養
う
心
の
教
育

幼
少
期
の
河
井
道
は
、
広
岡
浅
子
と
は
違
っ
て
、

引
っ
込
み
思
案
の
お
と
な
し
い
子
ど
も
だ
っ
た
よ

う
だ
。
1
8
7
7
年
に
伊
勢
神
宮
の
神
官
の
家
に

生
ま
れ
た
が
、
明
治
政
府
の
緊
縮
政
策
に
よ
り
父

は
神
官
の
職
を
失
い
、
道
が
10
歳
の
時
に
一
家
は

新
天
地
を
求
め
て
北
海
道
の
函
館
に
移
住
し
た
。

生
活
の
激
変
の
た
め
に
、
ま
す
ま
す
引
っ
込
み
思

案
で
無
口
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
と
き
、
道
は
、
函

館
で
ア
メ
リ
カ
人
女
性
宣
教
師
サ
ラ
・
ス
ミ
ス
に

出
会
う
。
編
み
物
や
英
語
を
教
え
て
く
れ
る
優
し

い“

ス
ミ
ス
先
生”

に
心
を
開
い
た
道
は
、
ス
ミ

ス
の
赴
任
先
で
あ
る
札
幌
に
つ
い
て
行
き
、
数
人

の
少
女
と
と
も
に
彼
女
の
自
宅
に
寄
宿
し
て
学
ぶ

こ
と
に
な
る
。
ス
ミ
ス
に
喜
ば
れ
た
い
一
心
で
先

生
の
発
音
と
抑
揚
を
真
似
し
て
大
声
で
英
語
の
リ

ー
ダ
ー
を
読
む
と
、
褒
め
ら
れ
て
自
信
が
つ
き
、

道
は
日
毎
に
快
活
な
少
女
に
な
っ
て
い
っ
た
。

ス
ミ
ス
は
、
敷
地
の
一
角
で
生
徒
た
ち
に
草
花

を
育
て
さ
せ
、
自
然
の
偉
力
と
脅
威
に
つ
い
て
教

え
た
。「
頭
の
教
育
だ
け
で
な
く
心
の
教
育
を
忘

れ
て
は
い
け
な
い
」
そ
れ
が
ス
ミ
ス
の
持
論
だ
っ

た
。
ま
た
ス
ミ
ス
を
は
じ
め
、
女
子
教
育
に
新
風

を
吹
き
込
ん
だ
宣
教
師
た
ち
の
開
拓
者
精
神
は
、

そ
の
後
の
道
の
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
に
な
る
。

新
渡
戸
稲
造
の
教
え

ス
ミ
ス
の
女
学
校
（
後
の
北
星
女
学
校
）
に
は
、

札
幌
農
学
校
の
教
師
た
ち
が
教
え
に
来
て
い
た
。

新
渡
戸
稲
造
も
そ
の
一
人
だ
っ
た
。
新
渡
戸
は
早

く
か
ら
道
の
才
能
に
気
づ
き
、
後
年
、
北
星
女
学

第8回夏期修養会の
指導者たち。河井道

（前列かがむ3人の中
央）、広岡浅子（中央
の洋装）、マクドナルド

（後列左から3人目和
装）らが一堂に会した

（1913年）
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シ
メ
オ
ン
は
幼
子
を
腕
に
抱
き
、神
を
た
た
え
て
言
っ

た
。「
主
よ
、
今
こ
そ
あ
な
た
は
、
お
言
葉
ど
お
り

こ
の
僕
を
安
ら
か
に
去
ら
せ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
わ

た
し
は
こ
の
目
で
あ
な
た
の
救
い
を
見
た
か
ら
で
す
。

	

（
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
2
章
28
節
～
30
節
）

　
「
主
が
遣
わ
す
メ
シ
ア（
救
い
主
）に
会
う
ま
で
は
決
し
て
死
な
な
い
」

聖
霊
に
よ
っ
て
約
束
さ
れ
て
い
た
老
人
シ
メ
オ
ン
と
、
結
婚
し
て
７
年

で
夫
を
亡
く
し
い
つ
も
神
殿
で
祈
り
を
捧
げ
て
い
た
84
歳
に
な
る
ア
ン

ナ
は
、
長
い
間
救
い
主
を
待
っ
て
い
た
。
あ
る
日
、
生
ま
れ
て
間
も
な

い
イ
エ
ス
を
抱
い
た
マ
リ
ア
と
ヨ
セ
フ
が
神
殿
に
詣
で
た
と
き
、
多
く

の
人
が
行
き
交
う
雑
踏
の
中
で
、
シ
メ
オ
ン
と
ア
ン
ナ
だ
け
が
、
こ
の

若
い
家
族
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
キ
リ
ス
ト
教
の
暦
で
は
、
2
月

2
日
を
「
被
献
日
（
ひ
け
ん
び
）」
と
称
し
、
幼
子
イ
エ
ス
と
そ
の
両

親
の
神
殿
詣
の
出
来
事
を
記
念
し
て
祝
う
。
赤
ち
ゃ
ん
の
イ
エ
ス
が
登

場
す
る
た
め
「
ク
リ
ス
マ
ス
の
お
祝
い
は
こ
の
日
ま
で
続
く
」
と
説
く

人
も
い
る
。
降
誕
の
夜
に
飼
い
葉
桶
で
眠
る
イ
エ
ス
を
訪
ね
た
羊
飼
い
、

東
方
の
博
士
た
ち
に
続
い
て
、
幼
子
イ
エ
ス
に
会
え
た
2
人
の
老
人
の

存
在
は
、
確
か
に
2
月
に
祝
う
大
切
な
ク
リ
ス
マ
ス
物
語
の
一
つ
だ
。

　

シ
メ
オ
ン
と
ア
ン
ナ
が
長
い
年
月
、
信
じ
て
祈
り
、
待
ち
続
け
た
か

ら
こ
そ
、
救
い
主
に
出
会
え
た
こ
の
物
語
か
ら
、
私
は
現
代
で
も
多
く

の
「
待
ち
続
け
て
い
る
人
々
」
が
い
る
こ
と
を
思
い
起
こ
す
。

　
「
こ
の
日
を
待
っ
て
い
た
！
」。
全
米
で
も
多
く
の
同
性
愛
者
と
そ
の

支
持
者
た
ち
が
歓
声
を
あ
げ
て
祝
っ
た
の
が
、
昨
年
「
同
性
愛
者
の
結

婚
は
合
憲
」
と
米
国
の
最
高
裁
判
所
が
判
決
を
下
し
た
日
。「
こ
れ
で

や
っ
と
一
市
民
と
し
て
生
き
て
い
け
る
」「
胸
を
は
っ
て
ｈ
ｕ
ｓ
ｂ
ａ
ｎ

ｄ
／
ｗ
ｉ
ｆ
ｅ
と
紹
介
で
き
る
！
」
偏
見
と
差
別
に
多
く
の
悲
し
み
の

涙
が
流
さ
れ
た
長
い
年
月
を
経
て
、
歓
喜
の
涙
が
滝
の
よ
う
に
流
さ
れ

た
日
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
数
え
き
れ
な
い
多
く
の
運
動
や
働

き
が
あ
っ
て
の
「
こ
の
日
」
だ
っ
た
が
、
希
望
に
裏
付
け
さ
れ
た
人
々

の
「
待
つ
」
力
が
こ
の
日
を
も
た
ら
し
た
と
、
私
は
信
じ
て
い
る
。
偏

見
と
差
別
、
抑
圧
と
暴
力
の
支
配
す
る
こ
の
世
界
で
、
今
も
救
い
へ
の

確
か
な
希
望
を
持
ち
「
待
ち
続
け
て
い
る
人
々
」
に
思
い
を
寄
せ
た
い
。

景
山　

恭
子

米
国
聖
公
会
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
教
区

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

賛
助
費

望
月
和
子　

辻
井
夏
子　

白
木
原
暁
子　

辻　

加
代　

鈴
木　

榮　

江
尻
美
穂
子　

寺
嶋
公
子　

石
井
寛
治　

石
井
摩
耶
子　

安
田
寛
子　

岩
田
陽
子　

谷
山
久
美
子

田
中
蘭
子　

淀
川
敬
子　

小
野
寺
富
子　

西
田
健
二　

桐
村
亘
子　

木
田
み
な
子　

小
川
郁
子　

小
泉
迪
子　

近
藤
真
由
美　

汐
崎
康
子　

臼
田
治
子　

大
澤
恵
美
子

鈴
木
伶
子　
一
杉
静
子　

伊
藤
い
く
代　

岩
崎
妙
子　

江
副
史
子　

布
村
美
弥
子　

長　

清
子　

土
居
松
枝　

高
岩
由
美
子　

野
崎
昭
弘　

川
上
静
子　

伊
藤
富
美
子

仙
波
容
子　

篠
山
淳
子　

中
山
美
津
江　

益
田
明
美　

秋
元
靖
子　

八
重
樫
照
代　

牛
島
栄
子　

梶
山
順
子　

三
股
ま
さ
子　

本
城
智
子　

尾
嵜
敦
子　

五
十
嵐
和
子

板
橋
幸
子　

板
橋
章
一　

木
下
由
美
子　

阿
部
有
三　

小
谷
充
子　

山
本
貴
美
子　

谷
山
幸
子　

眞
野
あ
や　

朽
木
美
奈
子　

甲
子
敏
江　

西
島　

黎　

手
島
弘
美

宮
澤
玲
子

東
京
Y
W
C
A
お
弁
当
と
お
菓
子
作
り
の
会

ピ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
ズ
募
金

（
平
和
を
創
り
出
す
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
養
成
）

臼
田
治
子　

鈴
木
伶
子　

三
股
ま
さ
子　

川
上
静
子　

原
芙
左
惠　

鶴
崎
祥
子　

久
我
輝
子　

粂
み
ち
代　

吉
田
亜
希

東
京
女
子
大
学

女
子
聖
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校

特
定
非
営
利
活
動
法
人
東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
福
祉
会

長
崎
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

甲
府
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

災
害
時
支
援
募
金

（
国
内
外
の
災
害
被
災
者
支
援
）

京
野
洋
子　

桐
村
亘
子　

小
野
寺
富
子　

臼
田
治
子　

鈴
木
伶
子　

五
十
嵐
康
子　

川
上
静
子　

秋
元
靖
子　

三
木
キ
ン
子　

梶
山
順
子　

中
村
紀
子　

八
重
樫
照
代

野
呂
幸
子　

堀
江
宣
子　

三
股
ま
さ
子　

久
我
輝
子　

粂
み
ち
代　

田
中
宏
子　

宮
澤
玲
子

日
本
キ
リ
ス
ト
改
革
派
東
京
恩
寵
教
会

（
ネ
パ
ー
ル
大
地
震
被
災
者
支
援
募
金
）

熊
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

（
オ
リ
ー
ブ
の
木
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
募
金
）

西
な
お
江　

岩
田
陽
子　

木
田
み
な
子　

岸
岡
芳
美　

堀
部　

碧　

森
川
恵
美
子　

荒
井
重
人　

井
出　

都　

伊
藤
い
く
代　

小
泉
迪
子　

臼
田
治
子　

横
山
千
枝
子

鈴
木
伶
子　

桑
原
貴
子　

榎
本
み
つ
枝　

野
崎
昭
弘　

関
む
つ
み　

伊
藤
ま
さ
と　

花
盛
静
子　

小
渕
真
理　

市
川
真
美
恵　

田
中
良
明　

田
中　

甫　

富
岡
美
知
子

天
野
直
子　

梶
山
順
子　

三
股
ま
さ
子　

田
林
綱
紀　

板
橋
幸
子　

木
下
由
美
子　

板
橋
章
一　

小
谷
充
子　

清
水　

南　

甲
子
敏
江　

野
島
美
佳　

井
原
圭
子

久
我
輝
子　

粂
み
ち
代　

野
澤
節
子　

布
村
耐
子　

小
宮
山
栄　

林
育
一
郎　

野
々
村
耀　

月
原
綾
子　

R
u
p
e
r
t
・
E
・
M
a
r
t
i
n

東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
聖
書
を
読
む
会

長
崎
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

ピ
ー
チ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
募
金
）

辻
井
夏
子　

石
井
寛
治　

石
井
摩
耶
子　

田
中
蘭
子　

谷
口
道
子　

木
田
み
な
子　

石
川
松
子　

井
出　

都　

伊
藤
い
く
代　

高
橋　

馨　

森
田
矩
子　

榎
本
み
つ
枝

臼
田
治
子　

鈴
木
伶
子　

市
川
真
美
恵　
一
杉
静
子　

渡
辺
文
子　

高
岩
由
美
子　

江
副
史
子　

森　

晶
子　

中
山
美
津
江　

丸
田
昭
江　

牛
島
智
子　

八
重
樫
照
代

野
崎
昭
弘　

川
上
静
子　

髙
橋
り
え
子　

関
む
つ
み　

仙
波
容
子　

宇
都
宮
芳
子　

松
岡
信
子　

毛
利
亮
子　

三
股
ま
さ
子　

依
田
良
子　

瀬
戸
章
子　

山
本
貴
美
子

濱
田
映
子　

河
野
章
子　

朽
木
美
奈
子　

小
谷
充
子　

杉
原
壽
子　

斎
藤
絹
子　

後
藤
麻
衣　

甲
子
敏
江　

星
野
花
枝　

安
江
惠
津　

久
我
輝
子　

粂
み
ち
代

梅
本
弘
子　

井
原
圭
子　

野
澤
節
子　

伊
藤
悦
子　

宮
澤
玲
子　

小
宮
山
栄　

田
中
蘭
子

東
洋
英
和
女
学
院
中
高
部
宗
教
委
員
会

捜
真
学
院

東
洋
英
和
女
学
院
同
窓
会

日
本
基
督
教
団
市
川
三
本
松
教
会

一
般
財
団
法
人
呉
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

長
崎
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

甲
府
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

新
潟
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

生
田
教
会
カ
ナ
の
会

世
界
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
総
会
派
遣
募
金

東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
有
志

（
２
０
１
５
年
10
月
16
日
～
2
0
1
5
年
12
月
15
日
現
在 

敬
称
略
）

日本YWCAの使命（ミッション）
イエス・キリストに学び、共に生きる世界を実現する

世界の人 と々共に人権・平和・環境の問題に取り組む

第31総会期主題
平和を実現する人々は幸いである－マタイによる福音書5章9節

日本ＹＷＣＡビジョン２０１6
（1） ・非核・非暴力により平和を実現する
 ・平和憲法をまもり、世界に広める
 ・原発のない社会をつくる
 ・市民レベルで東北アジアの信頼関係を築く　

（２） 女性と子どもの権利をまもる
（３） 若い女性のリーダーシップを養成する
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アメリカ留学から帰国した頃の
河井道

校
の
教
師
と
な
っ
た
道
に
、
ア
メ
リ
カ
留
学
の
奨

学
金
申
請
を
薦
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
本

初
の
国
費
留
学
生
だ
っ
た
津
田
梅
子
が
、
日
本
の

若
い
女
性
に
ア
メ
リ
カ
留
学
の
機
会
を
与
え
る
た

め
に
作
っ
た
奨
学
金
だ
っ
た
。
一
度
は
断
っ
た
道

だ
が
、
結
局
、
1
8
9
8
年
の
夏
、
奨
学
金
を
受

け
て
新
渡
戸
夫
妻
と
共
に
ア
メ
リ
カ
へ
と
旅
立
っ

た
。
21
歳
の
こ
と
で
あ
る
。

寄
港
地
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
ホ
テ
ル
で
、
窓
か
ら

街
灯
に
照
ら
さ
れ
た
美
し
い
夜
景
に
見
と
れ
て
い

た
と
き
、
新
渡
戸
は
道
に
言
っ
た
。「
街
灯
が
街

全
体
を
照
ら
し
て
い
る
こ
の
街
と
、
暗
い
夜
道
を

一
人
ひ
と
り
が
提
灯
を
持
っ
て
歩
く
の
で
溝
に
落

ち
た
り
す
る
日
本
と
を
比
べ
て
ご
ら
ん
」
と
。
み

ん
な
が
力
を
合
わ
せ
て
街
を
明
る
く
す
る
、
そ
れ

が
「
協
力
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
学
べ

る
場
所
は
本
や
学
校
の
壁
の
外
に
あ
る
の
だ
。
さ

ら
に
、
市
井
の
片
隅
で
も
偉
大
な
人
々
と
出
会
え

る
こ
と
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
の
大
き
な
働
き
は
、
一

人
ひ
と
り
の
人
格
を
、
社
会
の
階
級
に
か
か
わ
り

な
く
成
長
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
を
説
い
た
。

こ
の
夜
の
新
渡
戸
の
言
葉
は
道
に
と
っ
て
「
決

し
て
忘
れ
ら
れ
な
い
教
訓
」
と
な
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
で

草
の
根
の
民
主
主
義
を
体
験

道
は
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
ブ
リ
ン
マ
ー
大

学
で
学
び
な
が
ら
、
新
渡
戸
の
助
言
の
と
お
り

「
学
校
の
壁
の
外
」
で
多
く
の
人
と
の
出
会
い
を

楽
し
ん
だ
。
1
9
0
2
年
の
夏
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
ジ
ョ
ー
ジ
湖
畔
シ
ル
ヴ
ァ
・
ベ
イ
で
開
か
れ
た

学
生
Y
W
C
A
協
議
会
（
修
養
会
）
に
招
か
れ
た

経
験
は
、
そ
の
後
の
生
涯
を
決
定
づ
け
る
も
の
と

な
っ
た
。
新
渡
戸
か
ら
聞
い
た
「
協
力
」
の
実
践

を
目
の
あ
た
り
に
し
た
の
だ
。
全
国
の
30
の
大
学

か
ら
集
ま
っ
た
4
0
0
人
の
女
学
生
た
ち
は
、
学

校
の
枠
を
超
え
て
大
学
生
活
の
改
革
や
社
会
問
題

に
つ
い
て
自
由
に
話
し
合
い
、
会
の
運
営
の
た
め

に
協
力
し
合
っ
て
い
た
。　
　

あ
る
日
の
夕
べ
の
祈
祷
会
で
、
一
人
の
女
子
学

生
が
「
卒
業
後
わ
た
し
は
中
国
に
行
く
つ
も
り
で

す
。
な
ぜ
な
ら
『
世
界
が
わ
た
し
の
働
き
場
』
な

の
で
す
か
ら
」
と
目
を
輝
か
せ
て
語
る
の
を
、
驚

き
を
も
っ
て
聞
い
た
道
は
、
自
分
の
目
の
前
に
新

し
い
広
い
世
界
が
開
け
て
い
く
の
を
感
じ
た
。

「
わ
た
し
は
日
本
人
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
世

界
、
す
な
わ
ち
神
の
世
界
に
も
属
す
る
も
の
だ
と

い
う
こ
と
を
悟
り
始
め
た
」
と
、
後
年
、
自
伝
に

書
い
て
い
る
。
道
は
こ
の
よ
う
な
機
会
に
恵
ま
れ

て
い
な
い
日
本
の
少
女
た
ち
の
た
め
に
、
自
分
を

用
い
て
ほ
し
い
と
神
に
祈
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

誰
か
が
開
拓
者
に
な
ら
ね
ば

そ
の
頃
、
急
速
な
工
業
化
が
進
む
日
本
の
紡
績

工
場
な
ど
で
働
く
少
女
た
ち
は
、
劣
悪
な
労
働
条

件
の
下
で
悲
惨
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。
心

を
痛
め
た
外
国
人
女
性
宣
教
師
た
ち
は
、
ロ
ン
ド

ン
の
世
界
Y
W
C
A
本
部
に
手
紙
を
書
き
、
日
本

に
も
Y
W
C
A
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
訴
え
た
。

1
9
0
0
年
に
初
代
世
界
Y
W
C
A
総
幹
事
レ
イ

ノ
ル
ズ
が
来
日
し
、
そ
れ
を
契
機
に
、
女
性
宣
教

師
や
津
田
梅
子
ら
に
よ
る
創
立
準
備
会
が
発
足
。

2
年
後
、
第
2
回
世
界
Y
W
C
A
大
会
は
、
中
国

と
日
本
で
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
推
進
を
協
議
し
、
翌
年

に
は
テ
レ
サ
・
モ
リ
ソ
ン
が
、
続
く
1
9
0
4
年
に

は
カ
ナ
ダ
Y
W
C
A
か
ら
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
マ
ク

ド
ナ
ル
ド
が
日
本
に
派
遣
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
、
あ
の
シ
ル
ヴ
ァ
・
ベ
イ
で

の
夏
期
協
議
会
で
河
井
道
に
出
会
い
、「
最
高
に

す
ば
ら
し
い
若
い
女
性
の
一
人
」
と
評
価
し
て
い

た
。
そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
留
学
か
ら
帰
り
津
田
英
学

塾
教
授
と
な
っ
て
い
た
河
井
道
を
説
得
し
て

Y
W
C
A
創
立
委
員
に
加
え
た
。
27
歳
の
道
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
こ
の
冒
険
的
な
仕
事
の
意
義

を
心
か
ら
信
じ
、
教
鞭
を
と
る
傍
ら
余
暇
の
す
べ

て
を
捧
げ
て
働
き
始
め
た
。
こ
の
よ
う
な
決
断
の

背
後
に
は
、「
誰
か
が
開
拓
者
に
な
ら
ね
ば
」
と
の

思
い
が
あ
っ
た
。
道
も
ま
た
、
来
日
し
た
宣
教
師

や
世
界
Y
W
C
A
の
指
導
者
ら
「
開
拓
者
」
の
後

に
続
く
歩
み
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

1
9
0
5
年
9
月
、
創
立
準
備
委
員
会
は
中
央

委
員
会
に
改
組
さ
れ
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
初
代
総

幹
事
に
任
命
さ
れ
た
。
こ
こ
に
、
日
本
Y
W
C
A

は
正
式
に
発
足
し
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
と
道
の
二
人

三
脚
が
始
ま
っ
た
。
女
子
学
生
の
た
め
の
聖
書
研

究
や
英
語
の
ク
ラ
ス
を
開
き
、
当
時
東
京
で
不
足

し
て
い
た
女
子
学
生
の
た
め
の
寄
宿
舎
を
借
家
な

が
ら
も
開
設
し
た
。「
次
は
何
を
や
り
ま
し
ょ

う
」
と
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
が
問
い
か
け
る
と
、
道
は

即
座
に
「
夏
期
修
養
会
を
」
と
答
え
た
。
シ
ル
ヴ

ァ
・
ベ
イ
で
の
あ
の
経
験
、
あ
の
喜
び
を
日
本
の

女
学
生
に
も
体
験
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
願
い
が

つ
い
に
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
。

第
1
回
夏
期
修
養
会
は
、
こ
の
翌
年
の
7
月
に

青
山
女
学
院
を
会
場
に
5
泊
6
日
で
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
、
パ

リ
で
の
第
3
回
世
界
Y
W
C
A
大
会
（
総
会
）
で

日
本
Y
W
C
A
の
加
盟
承
認
を
得
る
た
め
、
ま
た

寄
宿
舎
事
業
の
募
金
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
集
め
る
た

め
に
、
4
月
に
日
本
を
発
ち
半
年
近
く
留
守
だ
っ

た
。
道
は
準
備
か
ら
実
施
に
至
る
責
任
を
背
負
う

こ
と
に
な
っ
た
が
、
自
分
の
夢
が
実
現
す
る
喜
び

と
、
日
本
で
初
め
て
全
国
の
女
学
校
の
学
生
達
が

一
堂
に
会
し
集
会
を
す
る
の
だ
と
い
う
誇
り
に
胸

を
踊
ら
せ
て
い
た
。
不
慣
れ
な
道
に
牧
師
や
宣
教

師
、
Y
M
C
A
指
導
者
な
ど
が
協
力
し
て
大
成
功

を
お
さ
め
、
5
泊
6
日
の
日
程
に
30
を
越
え
る
女

学
校
か
ら
1
4
3
人
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
こ
れ

ま
で
自
分
の
意
見
を
発
言
す
る
機
会
の
な
か
っ
た

日
本
の
少
女
た
ち
は
、
こ
こ
で
大
い
に
語
り
、
笑

い
、
歌
っ
た
の
で
あ
る
。
夏
期
修
養
会
は
、
そ
の

後
は
戦
時
下
に
中
断
し
た
が
1
9
6
9
年
ま
で
続

く
こ
と
に
な
る
。

世
界
の
仲
間
と
の
協
働
の
喜
び
を
知
る

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
日
本
に
戻
る
と
す
ぐ
に
、

1
9
0
7
年
に
東
京
で
開
か
れ
る
世
界
学
生
キ
リ

ス
ト
教
連
盟
（
W
S
C
F
）
の
大
会
準
備
に
と
り
か

か
っ
た
。
彼
女
は
、
こ
の
大
会
が
日
本
Y
W
C
A

を
世
に
知
ら
せ
る
「
絶
好
の
機
会
」
と
考
え
、

自
ら
準
備
委
員
に
立
候
補
し
役
員
と
な
っ
た
。
6

日
間
の
開
催
期
間
中
、
Y
W
C
A
講
堂
を
メ
イ

ン
会
場
に
、
い
く
つ
も
の
分
科
会
が
周
辺
の
学
校

や
教
会
で
行
わ
れ
、
海
外
か
ら
1
8
0
人
、
総

勢
6
0
0
人
余
の
若
者
た
ち
が
集
ま
っ
た
。
マ
ク

ド
ナ
ル
ド
の
指
導
の
下
で
、
Y
W
C
A
会
員
、
特

に
多
く
の
女
学
生
が
日
本
初
の
こ
の
国
際
会
議
の

運
営
に
携
わ
っ
た
。
中
で
も
河
井
道
の
活
躍
は
目

覚
ま
し
く
、
W
S
C
F
総

主
事
ジ
ョ
ン
・
R
・
モ
ッ

ト
の
講
演
の
通
訳
を
立
派

に
果
た
す
な
ど
、
会
議
の

運
営
に
貢
献
し
、
世
界

Y
W
C
A
の
指
導
者
か
ら

も
注
目
さ
れ
、
3
年
後
に

ベ
ル
リ
ン
で
開
か
れ
る
世

界
Y
W
C
A
大
会
の
た
め

の
伝
道
部
報
告
書
の
作
成

と
、
大
会
出
席
を
要
請
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

W
S
C
F
大
会
終
了
後
、

来
日
し
た
キ
リ
ス
ト
教
の

指
導
者
た
ち
が
日
本
各
地

を
訪
れ
、
女
子
の
ミ
ッ
シ

ョ
ン
ス
ク
ー
ル
で
講
演
し
、

そ
れ
を
契
機
に
学
生

Y
W
C
A
が
相
次
い
で
誕

生
し
た
。
翌
年
、
日
本

Y
W
C
A
は
W
S
C
F
に

加
盟
し
、
世
界
の
キ
リ
ス

ト
教
学
生
運
動
の
仲
間
入

り
を
し
た
の
で
あ
る
。

初代の日本YWCA総幹事
キャロライン・マクドナルド

夏期修養会で語り合う女子学生たち（1913年）

1
9
1
0
年
の

世
界
Y
W
C
A
大
会
の
意
義

ベ
ル
リ
ン
で
開
か
れ
た
第
4
回
世
界
Y
W
C
A

大
会
は
、
世
界
の
Y
W
C
A
史
上
、
建
設
期
か
ら

確
立
期
に
入
る
画
期
的
な
転
換
点
に
な
っ
た
。

遡
る
こ
と
12
年
前
、
第
1
回
大
会
で
組
織
の
名

称
を
「
世
界
Y
W
C
A
」
と
決
定
し
た
。
Y
W
C
A

の
運
動
が
国
境
を
越
え
た
一
つ
の
世
界
運
動
だ
と

い
う
共
通
理
解
に
立
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

実
際
に
は
欧
米
諸
国
の
指
導
で
動
い
て
き
た
。
そ

こ
に
、
欧
米
Y
W
C
A
指
導
者
（
幹
事
）
の
派
遣

先
で
あ
る
ア
ジ
ア
、
そ
の
東
の
片
隅
の
、
加
盟
後

わ
ず
か
4
年
の
日
本
Y
W
C
A
か
ら
、
河
井
道
が

伝
道
部
委
員
会
委
員
長
に
選
ば
れ
、
ロ
ン
ド
ン
に

滞
在
し
て
準
備
し
た
報
告
書
を
大
会
に
提
出
し
、

大
事
な
ス
ピ
ー
チ
を
し
た
の
だ
。『
世
界
Y
W
C
A

の
歴
史
』
の
著
者
ア
ン
ナ
・
ラ
イ
ス
は
、
道
の
写

真
を
載
せ
、
大
会
で
の
活
躍
を
伝
え
て
い
る
。
そ

れ
は
、
世
界
Y
W
C
A
が
今
や
名
実
と
も
に
世
界

的
な
組
織
と
な
っ
た
証
で
あ
っ
た
。

日
本
人
初
の
総
幹
事
の
誕
生

会
議
を
終
え
た
道
は
、
カ
ナ
ダ
と
ア
メ
リ
カ
各

地
の
Y
W
C
A
に
招
か
れ
講
演
や
視
察
を
し
た
後
、

1
9
1
1
年
に
帰
国
し
た
。
Y
W
C
A
に
つ
い
て

熟
知
し
、
な
ん
で
も
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。
翌
年
、
日
本
Y
W
C
A
総
幹
事
選
定
委
員

会
は
、
35
歳
の
河
井
道
を
最
初
の
日
本
人
総
幹
事

に
推
挙
し
た
。
外
国
人
と
日
本
人
の
2
人
総
幹
事

体
制
と
な
っ
た
。
最
初
は
津
田
英
学
塾
講
師
と
総

幹
事
を
兼
務
し
た
が
、
4
年
後
に
は
教
職
と
い
う

安
定
し
た
ポ
ス
ト
を
投
げ
打
っ
て
、
専
任
の
総
幹

事
と
し
て
未
知
の
分
野
に
踏
み
出
し
た
。
今
や
本

格
的
に
「
新
し
い
分
野
の
開
拓
者
」
と
な
る
決
意

を
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
道
の
決
断
の
背
後
に
は

「
日
本
Y
W
C
A
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
日
本
人
の

手
で
運
営
さ
れ
る
べ
き
だ
」
と
考
え
て
い
た
マ
ク

ド
ナ
ル
ド
の
熱
い
祈
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
る
ま
い
。

道
は
総
幹
事
を
引
き
受
け
る
際
に
、
自
分
の
給

料
は
外
国
か
ら
の
援
助
に
頼
ら
ず
、
日
本
の

Y
W
C
A
の
会
員
に
よ
っ
て
支
払
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
い
出
た
。
そ
れ
が
日
本
Y
W
C
A
の
自

立
へ
の
第
一
歩
だ
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
っ

そ
く
募
金
活
動
が
始
ま
り
、
少
女
た
ち
は
ピ
ー
ナ

ッ
ツ
を
売
っ
て
わ
ず
か
の
資
金
を
つ
く
っ
た
。
女

性
実
業
家
と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
た
62
歳
の
広
岡

浅
子
は
、
道
の
志
に
共
感
し
て
1
0
0
円
を
寄
付

し
た
。
高
等
小
学
校
の
女
性
教
師
の
平
均
月
給
が

約
15
円
の
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
会
員
た
ち
の
こ
の

よ
う
な
行
為
は
、
道
を
ど
ん
な
に
勇
気
づ
け
た
こ

と
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
日
本
Y
W
C
A
は
、
創
立

7
年
後
に
し
て
、
自
立
へ
の
困
難
な
歩
み
を
始
め

た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
次
号
へ
続
く

恵
泉
女
学
園
大
学
名
誉
教
授　

石
井
摩
耶
子

汝
の
光
を
輝
か
せ

草
創
期
の
日
本
Y
W
C
A
と

河
井
道
も
の
が
た
り

〈
お
も
な
参
考
文
献
〉

河
井
道
著『
わ
た
し
の
ラ
ン
タ
ー
ン
』（
新
教
出
版
社
）、木
村
恵
子
著『
河

井
道
の
生
涯
』（
岩
波
書
店
）、
Ｍ・プ
ラ
ン
グ
著
、
鳥
海
百
合
子
訳
『
東

京
の
白
い
天
使
』（
教
文
館
）、
日
本
Y
W
C
A
編
『
水
と
風
と
光
を
―

日
本
Y
W
C
A　
80
年
』（
日
本
Y
W
C
A
）
ほ
か
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を担って始めた交流会が、県下50余りの団体による「浜岡原発の
再稼働を許さない静岡県ネットワーク」に発展し、県内一斉署名運
動につながった。こうした下地があったことから、「静岡総がかり

行動」が実現し、デモ当日は
1500人以上の市民が集結し
た。終了後の総括会では、安
保法制が廃止されるまで続
けていくことを確認した。小
さくても、発信し続けること
で他団体とつながり、大き
な行動へと広がることの一
役を担っていると信じている。
静岡YWCA会長　藤原玲子

　私たち静岡YWCAは小さな団体だが、知恵と持てる力を出し合
ってアクションを続けている。独自の取り組みとしては、公共施
設で開催した、被爆体験の絵画展や沖縄の現実を紹介する写真展、
南京大虐殺の真実を伝える映画上映会など、市民の方々にわかり
やすい仕方でアピールしている。一番の誇りは会員たちが手縫い
した憲法タペストリーだ。これまで9条と97条を制作したが、こ
の夏は新たに、戦争放棄を誓った憲法前文の絵文字タペストリー
が加わった。子どもたちにも理解できるようにと、母親たちが一
針一針、心を込めて縫い上げたのだ。ピースフェスティバルなど
で展示したことから注目を集め、地元でも話題となった。
　他団体との協働も欠かせない。静岡YWCAが呼びかけ人の一端

新たな希望が芽生えている

安全保障関連法（以下：安保法）が
参議院本会議で可決、成立したが、
反対運動のうねりから新たな希望も生
まれている。一つは、抗議デモや集
会など選挙以外の方法で民意を表明
する「カウンター・デモクラシー」の
台頭。もう一つは、これまで細分化・
分断されてきた平和運動の連帯の動
きだ。学生団体SEALDs（シールズ）
をはじめとする若者たちの活動に刺激
を受け、これまでデモや集会に参加し
たことのなかった若い世代や、子育て
中の母親などのグループが次々に結
成され、全国に波及した。国会前デ
モでは各グループが協力し合い、野
党党首が揃って参加するなど「野党
共闘」を後押しした。各地域YWCA
でもさまざまな抗議活動が行われた。
日本YWCAも政党への抗議FAX送付
の呼びかけやデモ用プラカードの作成、
安保法への抗議声明送付などを実施
した。
同法の廃止、違憲確認を求める訴
訟が既に始まっている。私たちにもで
きることはたくさんある。憲法9条を
守るために毎月9日に行われる「9の日
行動」のほか、「アベ政治を許さな
い」ポスターの掲示や街頭行動、憲
法に親しめる「憲法カフェ」などの学
習会への参加、統一署名の呼びかけ
など、従来の活動を継続することもも
ちろん必要だ。

変革をもたらす小さなアクション

鍵となるのは、18歳選挙権が導入
される夏の参議院選挙（衆参同日選の
可能性も）に向けたアクションだろう。
投票の判断材料として、安保法採択
時の議員の投票行動が分かる「国会
議員いちらんリスト」や脱原発を実現
できる候補者を選ぶWebサイトなどで
情報収集ができる。男女平等政策を
もつ議員を応援するのもよいだろう。

続
け
よ
う
！
　

私
た
ち
の

ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン

Y
W
C
A
だ
か
ら
こ
そ
　

で
き
る
こ
と
が
あ
る

ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
。

Y
W
C
A
運
動
の
重
要
な
使
命（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）の
一
つ
だ
。

平
和
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、

多
く
の
会
員
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
、思
い
を
込
め
て
活
動
し
て
き
た
。

し
か
し
日
本
は
戦
後
70
年
に
し
て
安
全
保
障
関
連
法
が
可
決
さ
れ
、

か
つ
て
な
い
危
機
的
な
状
況
に
立
っ
て
い
る
。

今
こ
そ
、Y
W
C
A
だ
か
ら
こ
そ
、で
き
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
だ
。

政治・選挙に関する高校生向け副
教材で、インターネットから閲覧でき
る『私たちが拓く日本の未来─有権
者として求められる力を身に付けるた
めに』（総務省・文部科学省）を読む
のもお勧めだ。早くも憲法改正国民投
票を解説する章が含まれているが、
参議院選挙の先を見据え、国民投票
の仕組みや国家緊急権などについて
も学んでおくことも大事だろう。憲法
チームでも今後、若者に選挙への参
加を呼びかけるFacebookキャンペー
ンを実施し、主権者教育の「出前授
業」の可能性を探る予定だ。
全国に広がる地域・中高YWCA、

そして世界120ヵ国以上のYWCAにネ
ットワークを持つ強みを活かし、また
他団体とも連携して、安保法廃案に
取り組んでいる姿勢を外部に示すこと
が大切だ。ひとりの小さな手では何も
できなくても、みんなの手と手をあわ
せれば変革をもたらすことができると
信じている。
日本YWCA憲法チーム　長　吉田亜希

　函館YWCAは多様な団体と共に「レッドアクションin函館」
の主催委員会に名を連ね、継続的な活動を行っている。雪の
降る12月に開かれた大集会では、会員のリードで「ミルク世

ユ

・
チュクラナ・ウチスリティ」（沖縄の言葉で、人々が豊かに、
平和に暮らせる世の中を皆でつくろう！という意味）を合唱し
てアピール。また、平和を訴える静かな語りかけが共感を呼び、
平和活動に関心を持ってもらえた。

　「戦争させない・9条壊すな！総がかり行動実行委員会」の
呼びかけに応えて、「戦争法案に反対する国会前緊急行動
0830」を実施した。小雨が降る8月30日、多数の会員有志が
国会議事堂前に駆けつけて、「国会10万人・全国100万人大行
動」のデモに加わり、安倍政権退陣と戦争法案の廃案の声を
あげた。これを機に、2000万筆の統一署名につながった。

　平和な社会について考え、行動につなげるためのイベント「1
日丸ごとPEACE館」を開催。「突き進む“戦争する国”づくり～
新安全保障法制の狙うもの～」と題した講演会、戦争と沖縄
の真実を学ぶ勉強会や関連映像の上映会を行った。カフェで
は沖縄弁当など手作りの食品を販売して、親しみやすく間口
を広げた。YWCAをご存じなかったグループや個人の方と交
流がもて、その後の勉強会への参加者が増えた。

　12月に『戦後70年によせて－20歳から
94歳までの声』を出版した。制作期間は
約1年半、費用はクラウドファンディン
グを利用して1か月で目標金額25万円を
上回る28万8000円を得た。大阪YWCA
会員を中心に他の地域YWCA、教会関
係者など58人が寄稿し、戦争体験や平
和への思いを語ってくださった。この冊
子が戦争の現実と向き合い、真の平和のために何をすべきか
考え、行動するきっかけとなれば幸いだ。

多様な団体と共に継続的に活動 国会議事堂前で緊急アクション

1日丸ごとPEACE館

戦争を語る58人の声を記録

函館
YWCA

東京
YWCA

福岡
YWCA

大阪
YWCA

小さくても発信し続けること

賜物を活かした多彩なアクション

国会議員いちらんリスト
http://democracy.minibird.jp/

脱原発政治連盟
https://ryokuchakai.wordpress.
com/

総務省
『私たちが拓く日本の未来
─有権者として求められる力を
身に付けるために』
http://www.soumu.go.jp/
senkyo/senkyo_s/news/senkyo/
senkyo_nenrei/01.html

女性議員を増やす
「JG83 参院2016 キャンペーン」
http://www.coco-vote.com/

みんなの手と手をあわせれば
参議院選挙を見据えてできること

お役立ち情報サイト

Peace 
Action

Peace 
Action
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音楽と共に　沖縄の今に
思いを馳せる

女
性
た
ち
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
育
成
の
た
め
に

　

国
際
的
に
活
躍
す
る
N
G
O
団
体
の
多
く
は
、

目
的
が
１
本
に
絞
ら
れ
て
活
動
内
容
も
わ
か
り
や

す
い
も
の
で
す
が
、
Y
W
C
A
は
全
国
の
地
域

Y
W
C
A
を
拠
点
と
し
た
活
動
が
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
団
体
と
し
て
何
を
目
指

し
て
い
る
の
か
わ
か
り
に
く
い
と
言
わ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
日
本
Y
W
C
A
人
材
養

成
部
会
で
は
、
私
た
ち
の
活
動
目
的
は
「
女
性
た

ち
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
育
成
」
で
あ
る
と
明
確
に

位
置
づ
け
、
女
性
が
よ
り
積
極
的
に
自
ら
の
道
を

切
り
拓
き
、
自
分
ら
し
く
社
会
参
画
を
す
る
の
に

必
要
な
力
を
養
う
「
女
性
の
た
め
の
エ
ン
パ
ワ
メ

ン
ト
講
座
」
の
一
環
と
し
て
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
出
会
う
連
続
講
座
を
企
画
し
、

開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

最
初
の
２
年
間
は
東
京
都
内
で
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
昨
年
か
ら
は
地
域
Y
W
C
A
と
合
同
共
催

と
し
て
地
方
で
の
開
催
を
実
現
。
６
月
に
は
、
新

潟
市
内
の
公
共
ホ
ー
ル
に
、
佐
々
木
寛
さ
ん
（
日

本
平
和
学
会
会
長
・
新
潟
国
際
情
報
大
学
国
際
学

た
。
い
ず
れ
の
講
座
も
地
域
の
大
学
生
や
中
高
生

が
参
加
。
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
る
姿
、
真
っ
直

ぐ
に
講
師
を
見
つ
め
る
熱
い
視
線
が
印
象
的
で
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
他
者
の
た
め
に
生
き
る
こ

と
の
楽
し
さ
を
教
え
ら
れ
た
」「
N
G
O
を
身
近
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
」「
Y
W
C
A
の
活
動
の
幅

広
さ
を
知
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

は
じ
め
の
一
歩
を
踏
み
出
そ
う

　

そ
れ
ぞ
れ
の
講
座
の
後
に
、
参
加
者
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
を
含
め
て
次
回
講
座
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
内
容
は
、
昨
年
10
月
に
タ
イ
で
開
催
さ
れ
た

世
界
Y
W
C
A
総
会
に
参
加
し
た
大
学
生
か
ら
の

報
告
を
中
心
に
、
世
界
に
つ
な
が
る
日
本
の

Y
W
C
A
の
活
動
紹
介
、
意
見
交
換
、
交
流
会
を

行
い
ま
す
。

　

誰
に
と
っ
て
も
は
じ
め
の
一
歩
は
、
恐
る
お
そ

る
踏
み
出
す
も
の
で
す
が
、
そ
の
ス
タ
ー
ト
を
私

た
ち
は
支
援
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
「
初
め
て
」

が
、
私
た
ち
の
歴
史
と
実
績
と
し
て
積
み
重
ね
ら

れ
て
い
ま
す
。
次
は
あ
な
た
で
す
！
私
た
ち
と
一

緒
に
エ
ン
パ
ワ
ー
し
ま
せ
ん
か
。

　

日
本
Y
W
C
A
人
材
養
成
部
会

長　

藤
谷
佐
斗
子

「
沖
縄
か
ら
の
問
い
」
を

私
自
身
の
問
題
に

　
「
沖
縄
か
ら
問
い
を
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
受
け
止
め
る
と
同
時
に
、
一
緒
に
喜
び
を
分

か
ち
合
い
ま
し
ょ
う
」
平
良
愛
香
牧
師
か
ら
投

げ
か
け
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
ま
さ
に
今
回
の

集
い
を
象
徴
す
る
も
の
だ
っ
た
。

　

き
っ
か
け
は
、
2
0
1
5
年
2
月
に
行
わ
れ
た
、

日
本
Y
W
C
A
主
催
の
「
Y
W
C
A
フ
ェ
ス
タ

i
n
沖
縄
」。
交
流
会
で
ナ
カ
ノ
ユ
メ
さ
ん
と
2

源
色
の
演
奏
に
胸
を
打
た
れ
た
と
い
う
、
横
浜

Y
W
C
A
会
員
の
発
案
だ
っ
た
。「
こ
の
音
楽
を

本
土
の
人
々
に
も
聴
い
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
沖
縄

の
今
を
共
に
考
え
、
痛
み
を
分
か
ち
あ
い
た
い
」

　

そ
の
思
い
に
賛
同
し
て
二
つ
返
事
で
引
き
受
け

て
く
だ
さ
っ
た
出
演
者
の
方
々
、
そ
し
て
準
備
に

携
わ
っ
た
多
く
の
会
員
の
働
き
が
実
を
結
び
、
当

日
は
1
3
0
人
以
上
も
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
沖
縄
の
海
や
風
、
人
々
の
息
づ

か
い
を
感
じ
る
ウ
エ
チ
マ
サ
シ
さ
ん
撮
影
の
写
真

を
背
景
に
、
ナ
カ
ノ
さ
ん
の
琉
球
横
笛
と
ウ
エ
チ

さ
ん
の
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
に
よ
る
、
穏

や
か
な
美
し
い
演
奏
で
幕
を
開
け
た
。
後
半
は

2
源
色
の
ラ
ッ
パ
ー
ま
さ
き
さ
ん
が
加
わ
り
、
雰

囲
気
が
一
転
、
に
ぎ
や
か
な
ラ
イ
ブ
と
な
っ
た
。

「
ラ
ッ
プ
は
初
体
験
」
と
い
う
方
も
少
な
く
な
か

っ
た
よ
う
だ
が
、
手
拍
子
や
合
い
の
手
を
入
れ
な

が
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
い
っ
ぱ
い
の
時
間
を
楽
し
み
、

会
場
が
一
体
と
な
っ
て
温
か
な
時
間
を
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

平
良
牧
師
は
「
沖
縄
の
今
」
と
題
し
て
、「
日

本
」
の
安
全
保
障
の
た
め
に
沖
縄
に
多
く
の
負

担
や
痛
み
が
押
し
付
け
ら
れ
て
い
る
現
状
を
語
っ

て
く
だ
さ
っ
た
。
本
土
で
は
報
道
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
、
基
地
移
設
反
対
運
動
の
参
加
者
が
暴
力

に
よ
っ
て
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
辺
野
古

の
現
状
や
、「
沖
縄
は
大
変
で
す
ね
」
と
い
う
言

葉
が
表
す
本
土
の
人
の
沖
縄
や
政
治
へ
の
関
心
の

無
さ
と
い
っ
た
問
題
が
、
沖
縄
の
歴
史
と
共
に
示

さ
れ
、
本
土
で
暮
ら
す
私
た
ち
の
あ
り
方
が
問
わ

れ
た
。

　

ま
た
、「
東
京
に
い
て
一
体
何
が
で
き

る
の
か
？
」
と
い
う
会
場
か
ら
の
質
問

に
対
し
て
平
良
牧
師
は
、
国
会
前
で
も

辺
野
古
の
基
地
移
設
反
対
デ
モ
が
行
わ

れ
て
い
る
例
を
挙
げ
な
が
ら
、「
政
治
の

中
心
地
で
あ
る
東
京
だ
か
ら
こ
そ
、
で

き
る
こ
と
は
大
き
い
」
と
答
え
て
く
だ

さ
っ
た
。

　

こ
の
集
い
に
参
加
し
て
、
音
楽
や
座

り
込
み
、
デ
モ
や
身
近
な
人
と
の
議
論

な
ど
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
闘
い
方

は
さ
ま
ざ
ま
で
、
ど
れ
も
意
義
が
あ
る

の
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
た
。

「
沖
縄
か
ら
の
問
い
」
を
自
分
の
問
題
と

し
て
考
え
、
行
動
し
て
い
き
た
い
。

横
浜
Y
W
C
A
会
員　

堀
添
里
緒

　

沖
縄
に
は
基
地
が
あ
り
、
そ
れ
に
県
民
が
反
対
し

て
い
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
、
答
え
を
お
持
ち
だ
ろ
う

か
。
そ
し
て
そ
の
問
い
か
け
に
、
応
え
る
術
を
。

　

沖
縄
は
今
、
い
や
、
も
う
ず
っ
と
命
を
守
る
闘
い

を
続
け
て
い
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
地
上
戦
は

言
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
本
土
が
戦
後
と
呼
ん
だ
頃

か
ら
今
ま
で
戦
争
の
た
だ
中
に
あ
る
。「
基
地
が
あ

る
」
と
い
う
こ
と
は
、
戦
争
に
加
担
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
殺
さ
れ
る
側
に
と
っ
て
、
沖
縄
や
日
本
が

望
ん
だ
も
の
か
ど
う
か
は
、
関
係
な
い
の
だ
か
ら
。

新
た
な
基
地
を
拒
否
す
る
こ
と
、
そ
れ
は
「
殺
す
側

（
加
害
者
）
に
も
殺
さ
れ
る
側
（
被
害
者
）
に
も
も
う

二
度
と
な
る
ま
い
」
と
誓
っ
た
沖
縄
の
人
の
意
思
で

あ
り
、
人
間
と
し
て
の
最
低
限
の
尊
厳
を
守
る
決
断

で
あ
る
。
基
地
建
設
予
定
地
の
辺
野
古
で
は
、
土
器
・

石
器
が
発
見
さ
れ
文
化
財
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。
今

ま
で
沖
縄
が
歩
ん
だ
歴
史
を
証
言
し
、
こ
こ
は
人
殺

し
の
場
所
で
は
な
い
と
、
訴
え
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。

　

想
像
し
て
ほ
し
い
、
重
装
備
の
海
上
保
安
庁
の
船

が
小
さ
な
船
に
追
突
し
、
乗
り
込
ん
で
き
て
、
無
防

備
の
市
民
を
羽
交
い
締
め
に
し
、
意
識
を
失
わ
せ
て

い
る
光
景
を
。
そ
れ
を
無
表
情
で
見
つ
め
る
彼
ら
を
。

座
り
込
み
を
す
る
市
民
を
人
形
の
よ
う
に
引
き
ず
り

不
当
逮
捕
を
繰
り
返
す
。
ま
る
で
戦
争
中
の
「
非
国

民
」
を
扱
う
よ
う
に
。
そ
れ
が
毎
日
、
目
の
前
で
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

　

そ
れ
は
、
沖
縄
だ
け
に
留
ま
る
は
ず
も
な
く
、
日

本
全
土
へ
と
派
生
し
て
い
る
。
彼
ら
の
正
義
は
「
国

の
維
持
」。
国
と
は
な
に
か
、
国
民
と
は
誰
か
、
地
方

が
国
家
権
力
と
対
等
に
対
話
で
き
な
い
国
が
果
た
し

て
正
常
な
国
と
呼
べ
る
の
か
。
沖
縄
に
か
か
る
問
題

は
、
日
本
の
国
権
力
の
暴
力
性
と
外
交
技
術
の
未
熟

さ
を
露
呈
し
て
い
る
。
日
本
は
民
主
主
義
の
国
と
し

て
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。
平
和
憲
法
の
あ
る
こ
の
国

を
守
る
術
は
、
現
実
の
沖
縄
と
向
き
合
い
、
寄
り
添

う
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

�

琉
球
横
笛
奏
者
　
ナ
カ
ノ
ユ
メ

横浜・湘南・平塚YWCA共同企画
「命

ぬち

どぅ宝～命こそ宝～」レポート

2015年11月7日、横浜・湘南・平塚YWCA共同企画「命どぅ宝～命
こそ宝～」が開催された。沖縄を中心に活躍する若手ミュージシャン

「２源色（ニゲンシキ）」と「ウエチマサシとナカノユメ」による演奏と、
沖縄出身の平良愛香牧師（日本キリスト教団三・一教会）が語るメッ
セージを聴きながら、来場者たちは「沖縄の今」に思いを馳せた。

左からナカノユメさん、「2源色」マサキさん（手前）、ウエチマサシさん

講師を囲んで意見を交わす参加者たち

部
教
授
）
を
講
師
に
招
聘
し
て
、「
あ
な
た

の
前
に
広
が
る
世
界
～
市
民
に
よ
る
国
際

協
力
～
」
を
テ
ー
マ
に
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
Y
W
C
A
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
エ
ン
パ
ワ
ー
」

の
本
来
の
意
味
は
、
み
ん
な
で
よ
く
な
る

こ
と
、
連
帯
で
あ
る
こ
と
。
弱
い
立
場
に

お
か
れ
た
人
た
ち
同
士
が
手
を
つ
な
ぐ
こ

と
か
ら
、
私
た
ち
は
社
会
を
変
え
、
世
界

を
変
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う

示
唆
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
10
月
に

は
、
山
梨
英
和
中
学
校
・
高
等
学
校
の
チ

ャ
ペ
ル
で
実
施
。
吉
野
華
恵
さ
ん
（
同
校
・

社
会
科
教
諭
）
が
、
J
I
C
A
青
年
海
外

協
力
隊
・
村
落
開
発
普
及
員
と
し
て
の
マ

ラ
ウ
イ
国
で
の
活
動
に
、
教
員
を
休
職
し
て
参
加

し
た
動
機
や
現
地
で
の
2
年
間
の
活
動
経
験
を
お

話
し
く
だ
さ
り
、「
20
代
に
海
外
へ
飛
び
出
せ
。
語

学
力
だ
け
で
は
な
く
趣
味
や
特
技
を
磨
こ
う
！
」

「
今
日
が
一
番
若
い
日
、
し
た
い
こ
と
は
な
ん
で
も

す
る
こ
と
」、
さ
ら
に
「
大
海
も
小
さ
な
水
の
一
滴

か
ら
で
す
」
と
参
加
者
に
激
励
を
い
た
だ
き
ま
し

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
始
め
ら
れ
る

「
私
」ら
し
い
国
際
協
力
を
み
つ
け
よ
う
！

私
ら
し
い
国
際
協
力
～
国
際
N
G
O 

は
じ
め
の一歩
講
座
～

「国際NGOのボランティア活
動をやってみたいけれど、ど
こから始めるのかわからな
い」「より良い社会をつくるた
めに支援力を身につけたい」
といった方を対象に、日本
YWCA人材養成部会では、
2013年から「私らしい国際協
力～国際NGO はじめの一歩
講座～」を実施してきた。初
心者のスタートを支える、そ
の取り組みを紹介する。

画像を使いながら、分かりやすいトークを展開する吉野華恵さん

Voice＊

私らしい国際協力
～国際NGO はじめの

一歩講座～

開催・募集案内は
下記サイトで公開します。

http://www.ywca.or.jp/
whatwedo/

empowerkouza
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